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真庭市第三セクター経営状況（公表用）
１　作成年月日及び作成担当部署

作成年月日
作成担当部署 真庭市役所 産業観光 部 地域エネルギー政策

２　第三セクター名等
第三セクター名 まにわっと電力株式会社
第三セクター所在地 719-3202 真庭市 中島１４３ 電話番号(0867) 45-1130
設立年月日 ホームページアドレス：http:// maniwatt.com/

３　資本金
40,000 千円 （真庭市の出資割合） 51

４　事業内容
発電及び電力供給事業 環境付加価値等の取引事業
電力の売買事業及びその代理、代行、仲介 古物営業法に基づく古物商
太陽光発電設備の販売、リース、設置、運転及び保守事業

５　財務状況 事業年度 （令和7年8月5日　～　令和8年3月31日）
金額（千円） 金額（千円）

蓄電池の販売、リース、設置、運転及び保守事業
再生可能エネルギー及び省エネルギー機器の販売、リース、設置、運転及び保守事業

再生可能エネルギー及び省エネルギーに関するコンサルティング業務

飲食店の経営
食料品、調味料、嗜好品、飲料などの製造、輸入、仕入れ、加工及び販売
地域の活性化に関する事業
前各号に附帯又は関連する一切の事業

前々年度 前年度 本年度 前々年度 前年度 本年度
総資産 113,946 総収入（=売上高+営業外収益+特別利益） 179,606
負債 72,507 （うち地方公共団体からの補助金・委託金） 0
（うち有利子負債） 0 経常損益 2,000
純資産 41,439 当期損益 1,439
利益剰余金 1,439 減価償却前当期損益 2,160

６　役職員の状況
役員数（うち地方公共団体出向者・退職者） 役員平均年齢 役員の平均年収（千円） 職員数（うち地方公共団体出向者・退職者） 職員平均年齢 職員の平均年収（千円）

2(0) 67 0 1(1)
７　第三セクターへの関与の状況

(1)公的支援（フロー）
金額（千円）

前々年度 前年度 本年度
補助金（助成金）
利子補給金
税の減免額
その他（年会費・　　　　　　　）

小計 0 0 0 -
損失補償契約に伴う金利軽減額
出資金、低利貸付等に伴う機会費用

小計 0 0 0 -
合計 0 0 0

(2)公的支援（ストック）
金額（千円） 備考（目的、内容、算出根拠等）

前々年度 前年度 本年度

（参考）

損失補償契約に係る債務残高
（将来負担額） （　　　　） （　　　　） （　　　　）
（将来負担算入率） （　　　　） （　　　　） （　　　　）
貸付金残高

（今後の方向性に関するコメント、克服すべき課題等）
売上の拡大と収益性の向上を図り、複数人の雇用が可能な事業規模への成長を目指すこと。

（その他）
価格やサービスを自ら設計し収益拡大を図るべく、小売電気事業のライセンス取得を目指すこと。

出資金 20,400 設立時出資金
合計 0 0 20,400 -

１０　その他の特記事項

○一般社団法人及び一般財団法人並びに公益社団法人及び公益財団法人については、「５．財務状況」の記入に当たって下記のとおり公益法人会計基準に読み替えること。

＜貸借対照表＞
・「純資産」→「正味財産合計」
・「利益剰余金」→「一般正味財産」

＜損益計算書＞
・「損益計算書」→「正味財産増減計算書」
・総収入「＝売上高＋営業外収益＋特別利益」→「＝経常収益＋経常外収益＋当期指定正味財産増加額」
・「経常損益」→「当期経常増減額」　・　「当期損益」→「当期一般正味財産増減額」

項目 項目

項目 備考（目的、内容、算出根拠等）

項目

①

経営状況についての予備的診断における評価 Ａ
A：経営努力を行いつつ事業は継続
B：事業内容の大幅な見直し等による抜本的な経営改善が必要
C：深刻な経営難の状況にあり、経営の観点から事業の存続も含めた検討が必要

今後の方向性 ア ア：経営努力を行いつつ現状のまま存続　イ：事業内容等の見直しを行った上で存続　ウ：再建を行いつつ存続　エ：廃止、又は
完全民営化、若しくは事業の民間譲渡　オ：その他（　　　　　　　　）
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８　真庭市による監査結果

９　真庭市による点検評価の結果


